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　循環型社会の構築が求められるなか、ごみとしてではなく
資源として出すことが、今後はより重要になってきます。
　この特集では、ごみの処理状況をお伝えするとともに、ご
み量と処理にかかる費用を公開します。併せて紹介する指定
収集袋の手数料の変更などをご覧いただき、資源化に向けた
取り組みにご協力をお願いします。
 問ごみ減量推進課ごみ減量推進係☎042-493-3750

ご み 処 理 と 資 源 回 収 実 績

行政収集ごみ ＋ 直接搬入ごみ

＝

計
11,145㌧

可燃ごみ
9,708㌧

不燃ごみ
1,338㌧

粗大ごみ 73㌧
有害ごみ 26㌧

可燃ごみ
2,690㌧

粗大ごみ
68㌧

不燃ごみ
25㌧

計
2,783㌧

ごみ排出量
合計

計
4,000㌧

古紙・古布類
1,903㌧

びん
548㌧

かん
208㌧

ペットボトル
283㌧

容器包装プラスチック
964㌧

牛乳パック12㌧
その他 82㌧

計
994㌧

紙類
918㌧

布類 62㌧

その他14㌧

13,928㌧

行政収集資源

集団回収資源
＋

＝
4,994㌧資源物回収量

合計

行政収集ごみ 直接搬入ごみ

行政収集資源 集団回収資源

　行政収集ごみ、直接搬入ごみのどちら
も、可燃ごみが大半を占めています。収
集実績（量）ではここ数年ほぼ横ばいの
状況となっています。
　収集・直接搬入されたごみは東久留米
市内にある中間処理施設「柳泉園組合」
に搬入され、焼却などの中間処理を行っ
ています。中間処理施設で焼却処理した
後の焼却灰は、西多摩郡日の出町にある
二ツ塚最終処分場へ搬入し、エコセメン
ト化し、リサイクルを行っています。

　資源物収集された、びん・かん・ペッ
トボトルは柳泉園組合に、古紙・古布類
は東多摩再資源化事業協同組合へ、容器
包装プラスチックは東村山市内にある指
定保管施設へ搬入され、それぞれ再資源
化処理をしてリサイクルされます。

◆行政収集ごみ
とは……資源ご
み以外で、家庭
から出た「可燃
ごみ」「不燃ご
み」「粗大ごみ」
「有害ごみ」を市
や指定業者が回
収したごみを指
します。

◆直接搬入ごみ
とは……柳泉園
組合へ市民の皆
さんから直接持
ち込まれるごみ
と市内事業所か
ら排出された可
燃ごみを許可業
者が持ち込むご
みを指します。

◆集団回収資
源とは……日
常生活で排出
される資源物
を、市内の自
治会や子ども
会などの団体
が集め、資源
回収業者に回
収してもらっ
たものを指し
ます。

の 処理状況についてごみ平成 30 年度

ご み 処 理 に か か る 経 費
　左記のように、ごみ処理にかかる費
用は、ごみ収集運搬等費用・中間処理
費用・最終処分費用・有料ごみ袋等費
用を合わせ、平成30年度は総額約9億
3千万円となっています。
　これには、市民の皆さまが納めたご
み処理（有料ごみ袋）手数料・粗大ご
み処理手数料収入の約１億4千万円を
財源として充てていますが、残りの7

億円以上を一般財源
等で補てんしていま
す。ごみ処理には、
このように多額の費
用が必要となってい
るのが現状です。
　日ごろ市民の皆さまには、ごみ減量
・分別にご協力いただいていますが、
引き続きご協力をお願いします。

ごみ収集運搬等費用
ごみ収集運搬等 277,262千円
中間処理費用
柳泉園組合負担金 246,258千円
最終処分費用
東京たま広域資源循環組合負担金 210,950千円
有料ごみ袋等費用
指定収集袋作製・配布委託料 29,804千円
ごみ袋・粗大ごみ処理券事務委託料 14,567千円
車両等諸経費 31,967千円
職員人件費 123,370千円
合計 934,178千円
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ごみ処理（有料ごみ袋）手数料等
約 140,000 千円

一般財源等
約 790,000 千円

財源の内訳

ごみ処理経費は合計約 9 億 3 千万円 一般財源等より 7 億円以上 支出しています
約 9 億 3 千万円のうち

令 和 2 年 6 月 1 日 か ら
指 定 収 集 袋 の 手 数 料 が 変 わ り ま す！

種類 現行 改正後 1枚あたり
の差額

可燃
ごみ用

ミニ袋　（２０枚）　１組 140円 ２００円 ＋3円
小袋　　（1０枚）　１組 100円 ２００円 ＋10円
中袋　　（1０枚）　１組 200円 400円 ＋20円
大袋　　（1０枚）　１組 400円 800円 ＋40円

不燃
ごみ用

ミニ袋　（２０枚）　１組 140円 廃止※1 ※１
小袋　　（1０枚）　１組 100円 ２００円 ＋10円
中袋　　（1０枚）　１組 200円 ４００円 ＋20円
大袋　　（1０枚）　１組 400円 800円 ＋40円

容器包装
プラスチ
ック用

ミニ袋　（２０枚）　１組 140円 廃止※2

±0円
小袋　　（1０枚）　１組 １００円

変更
なし中袋　　（1０枚）　１組 200円

大袋　　（1０枚）　１組 400円
※1不燃ごみ用ミニ袋は6月以降、現行の指定収集袋に3円分の差
額券シール1枚を貼ることで使用できます。
※2容器包装プラスチック用ミニ袋は、6月以降も現行の指定収集袋
をそのまま使用できます（差額券シールは不要です）。

◆指定収集袋の手数料

現行の指定収集袋の大量購入にご注意ください。 返品及び新しい指定収集袋への交換はできません。
※指定収集袋や差額券のイラストはイメージです。また、現行の指定収集袋を「旧」、6月から使用できる新しい指定収集袋を「新」としています。

◆使用できる指定収集袋
　現行の指定収集袋の販売は、5月
末で終了します。新しい指定収集袋
は6月から使用できます。

令和 2 年 6 月からの正しい排出方法

× ○「差額券シール」の貼付
がないものは、収集され
ません。

使用できないもの 使用できるもの

◆差額券シールについて
「差額券シール」の種類・価格

種類 価格
ミニ袋用3円券　（２０枚）　１組 60円
小・中・大袋用10円券　（1０枚）　１組 100円
　「差額券シール」は、清瀬市指定収集袋等取扱店（一部除く）
で5月上旬から販売予定です。なお、市役所、各地域市民セ
ンター、コミュニティプラザひまわり、ごみ減量推進課では、
1組での販売に加えて、1枚単位でも販売する予定です。

　廃棄物処理が有料となった平成13年当時に比べ、廃棄
物の収集や処理にかかる費用は増加しており、現在指定収
集袋の購入により賄っている収入との間に大きな隔たりが
生じています。そのため、清瀬市廃棄物の処理及び再利用
の促進に関する条例を改正し、令和2年6月1日より廃棄物
処理手数料を他市と同程度に変更します。これからも廃棄
物・資源物の安定した収集や処理を続けていくために、ご
理解とご協力をお願いします。

6月以降の使用には、　　　　　　 の
　　 と　　　　　　　 が必要です。

差額券シール
購入 袋への貼り付け
※容器包装プラスチック用は手数料に変更がないため、差額券シールは不要です。

◆現行の可燃ごみ用・不燃ごみ用指定
　収集袋の取り扱いについて

新しい指定
収集袋 新

容器包装
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

旧指定収集
袋をそのま
ま使用可能
です

旧
容器包装
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

中袋

第 3 回清瀬市廃棄物減量等推進審議会
 日3月23日㈪午前10時～ 場健康センター 問ごみ減量推進課ごみ減量推進
係☎042-493-3750
※傍聴希望者は直接会場へお越しください。

令和 2 年 10 月から戸別収集が始まります
　令和2年10月からごみの戸別収集を行います。戸別収集につい
て詳しくは、市報3月15日号でお知らせする予定ですのでそちら
をご覧ください。

指定収集袋の種類
ごとに必要枚数が
異なります

指定収集袋の種類
ごとに必要枚数が
異なります

指定収集袋の種類
ごとに必要枚数が
異なります

差額券の必要枚数
種類 必要枚数
ミニ 3円券×1枚

小 10円券×1枚

中 10円券×2枚

大 10円券×4枚

※以下は中袋の場合
の例です。

差額券シールを用意していますが、なるべく5月末までに
現行の指定収集袋を使い切るように調整をお願いします。

新しい指定
収集袋 新

「差額券シ
ール」を貼
付した旧指
定収集袋

燃やせない
旧

10円券 10円券
中袋

「差額券シ
ール」を貼
付した旧指
定収集袋

燃やせる
旧

10円券 10円券
中袋

新しい指定
収集袋

燃やせる

新

燃やせない

旧
燃やせる

旧
令和 2 年 5 月まで

なるべく5月末までに現行の指
定収集袋を使い切るように調整
をお願いします。

旧
容器包装
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ燃やせない

旧
燃やせる

旧

燃やせない

差額券の
必要枚数一覧

10円券×2枚 10円券×2枚
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